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総 合 単 元 的 道 徳 学 習 指 導 案

尾道市立土堂小学校 吉岡 弘美

１ 学 年 第２学年

２ 総合単元名 リーダーデビュー

３ 単元のねらい

・ 様々な活動の中で人と人とのかかわりを学び，温かくやさしい心で接していこうとする心情と

態度を養う。

４ 主 題 名 相手の気持ちを考えて 中心項目 ２－② 思いやり，親切

５ 本時のねらい

・ 相手の気持ちや立場を考えて行動しようとする心情を養い，実践意欲を高める。

６ 資 料 名 「どんぐりどっさり」 （自作資料）

７ 単元及び主題設定の理由

・ 学校生活の中で，４月に進級するという喜びは大きく，１年生から２年生になるというのは，

特別の喜びがある。１年生の間は，高学年から教わったり，手助けしてもらったりすることが多

く，児童もそれが当然であるかのように思っている。それが，２年生へと進級すると，おにいさ

んやおねえさんの仲間入りをし，ちょっと得意な気分になり，何か１年生にしてあげたいという

気持ちが芽生えてくる。また学級内においては，友だちとのかかわりが複雑になり，相手のこと

を考え話し合う機会が多くなり，自己中心的な考え方と友だちとの関係で悩むこともある。

だれかのために何かをしてあげたいという気持ちが深まると，相手に喜んでもらいたいとか，

いっしょに弱さを克服していきたいという気持ちも出てくるが，同時に「相手の立場に立って」

行うことの難しさも感じ始める。

そういう状況を考えると，真の思いやりを意識させ始めるよい時期である。さらに，だれに対

しても温かい心で接し親切にすることの大切さや，他からの思いやりのある言動に対して感謝す

ることの大切さを指導するよい時期でもあると思う。

リーダーとしてデビューしたこの年，１年生との活動や，飼育・栽培活動等の中で，集団の一

員として人と人とのかかわりを学びながら，思いやりのある行動をとり社会生活上のルールが身

に付くように，１年間を通して本総合単元を構想し，主題，学習内容を設定した。

・ 本学級の児童は，学年当初から「リーダーデビュー」ということを意識して活動してきた。

特に生活科を中心とした活動や飼育・栽培活動，係活動等において，２年生としてできることを

「考えてやってみる」という過程を大切にしてきた。また，友だち関係においても，様々な場面

で，思いを出し合い，解決し，お互いに理解し合おうと努力してきている。

リーダーとしての意識が強くなる１年生との生活科は 「なかよしグループ （班）をもとに活， 」

動してきている。出会いの場を「なかよし集会」とし，集会の計画や準備の過程で，２年生にな

ったという自覚を深めることもできた 「なかよし集会」では，自分の思うようにいかない場面。
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で，１年生のためにどうするかを考えたり，気持ちをどういう言葉で伝えるか悩んだりしている

姿が見られた。１年生となかよくなり喜んでもらえたことで，次の活動への意欲もわき，１年生

。「 」といっしょの生活科が楽しみな時間となってきた なかよしたんけんｐａｒｔ１・ｐａｒｔ２

では，２年生が町の案内役をするということで緊張もし，責任と不安の混じった気持ちであった

ようだ。探検が終わると，自信もついたのか，１年生にかける言葉にも頼もしさが感じられた。

今は，まだ１年生のために何かしてあげたいという気持ちで精一杯である。

学級内でも，友だちに親切にしたり手助けしたりしているが，何気ない言動で友だちを傷付け

たり，ルールを守らない言動で友だちを困らせたりということも出てきている。

， ， ，そこで 日常生活の中で自分の言動を振り返らせ 人や動植物とのかかわりを大切にしながら

思いやりの心をはぐくむという重点目標を意識した総合単元構想のもと，学習を展開していきた

いと願っている。

・ 指導に当たっては，２学年重点目標を意識しながら「思いやり」に関わる学習内容や関連性を

もたせた学習内容を構成し，児童自身に「２年生として 「リーダーとして」という気持ちをも」

たせながら１年生との活動にのぞませたい。

その過程においては，モラルジレンマ資料（自作資料）による授業やゲストティーチャーによ

る支援を取り入れた授業を展開するなど，道徳的判断力を高め，実践意欲を喚起させていくよう

な学習形態を工夫していきたい。

本時に扱う資料は，２学期に学習した前資料からのつづき話を自作したものである。

児童はこれまで １年生のために何ができるかを考え一生懸命活動してきているし 前時で た， ， 〈

ぬきくん〉の気持ちに寄り添って学習しているので，本時では，相手の気持ちを考えた行動や思

いやりについて意識させたい。

， ， ，ゲストティーチャーとして １年生の保護者においでいただき １年生の親として不安や期待

喜びなどとともに，１年生を支えようとがんばってきた２年生への思いや励ましの言葉を語って

いただく。その中で，人の心から心へと伝わっていく思いやりが，ひろがり続いていくことへの

願いを伝えていきたい。

また，終末の〈生かす〉段階では，１年生からの手紙を読み，今後もさらに思いやりの気持ち

をもって行動していこうという実践意欲を喚起させていきたい。

８ ゲストティーチャーについて

Ａさん （本時）〇
・ １年生の保護者である。

初めての子を入学させるに当たって，不安だったこと楽しみにしていたこと等を語って

。 ， ， ，いただく また 入学以来 学校の様々な活動を通して成長してきたわが子の姿を踏まえ

１年生のよきリーダーになろうと努めている２年生を側面から見られてきた立場から言葉

をかけていただく。
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総合単元構想10

児 童 の 意 識 各 教 科 等 常時活動

１年生が入学してきた 生活（４月）
「 」 （ ）よ。うれしいな。 きょうから２年生 道徳（４月 １時間） 特活 ４月→

２時間 きまりを守ろう 「遠足・１（ ）
「なかよし集会 ◎（４－①公徳心，規則の尊重） 年生と手│ ←

←↓ ・１年生と友だち ○（３－①自然愛，動植物愛護） をつない」 →
１時間 「いいのかな」 で」（ ）

（ ）学校や社会でのきまりや規則の ６時間
１年生となかよくなり 意味を考え，進んで守ろうとする
たいよ。 思考・判断力を育てる。

│ │
↓ ↓

→ ←
（ ）道徳 ５月 １時間 １・２年合同

↓ ↓１年生と何かしたいな きまりを守って遊ぶ。
どうすれば，なかよく ◎（４－①公徳心，規則の尊重）

（ ）できるのかな。 生活（６月） ○（２－②思いやり，親切） 体育 ５月
←「なかよしたんけん 一年生のために 「運動会へ← →「 」（ ）自作資料

ｐａｒｔ１」 きまりを守ることの大切さを知 ・力を合わ│
２時間 り，相手の気持ちを考えながら， せて」↓ （ ）

「なかよしたんけん 行動しようとする心情と態度を育
ｐａｒｔ２」 てる。
（ ）１年生のことがすこし ２時間

わかったよ。喜んでも
↓らえるとうれしいね。

生活（７月）
←「 」やさいパーティー

（ ）３時間

２年生として，もっと 道徳（９月 １時間） 道徳（１０月 １時間）
←何かできることはない 感謝の気持ち わたしの学校

かな。 ◎（２－④感謝） ◎（４－④愛校心）
○（２－②思いやり，親切） ○（２－②思いやり，親切）
○（３ー②生命尊重 ） ○（２－③信頼友情，助け合い）｜ ）
「じぶんがしんごうきに」 ○（２－④感謝）↓
自分たちの世話をしてくれる人 「学校のたからもの」

２年生もお世話になっ 々に対して，感謝する心情を育て 学校の人々に親しんで，学校生
ているよね。２年生の る。 活を楽しくすごそうとする心情を
ことを考えてくれてい 育てる。

↓るんだね。
←

（ ）生活 月～ 月10 11
↓ ←「なかよしたんけん 道徳（10月１時間）本時

相手の気持ちを考えてｐａｒｔ３」 ←
１０月相手の気持ちを考えて ４時間 特活（（ ） ◎（ ， ）２－②思いやり 親切 →
）行動できるといいね。 「さつまいもパーテ 「どんぐりどっさり」 ～１１月

ィー ４時間 「学習発表」 （ ） （ ）自作資料
会へ向け相手の気持ちや立場を考
て ・１年↓ えて行動しようとする心情

生活（１２月） 生と協力を養い 実践意欲を高める， 。
やさしい心をふやして 「なかよしパーティ して」

（ ）いきたいね。 ー」 １８時間
←（ ）３時間
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もうすぐ３年生になる 生活（２月～３月） 国語（２月）
←ね。 「わたしのものがた

り」 「できるようになっ
「もうすぐ三年生」 たこと」｜

（ ） （ ）↓ １５時間 １６時間

↑ ↑小さなおにいさんおね
えさんになれたかな。 道徳（２月 １時間）

相手を思いやって
◎（２－②思いやり，親切）｜

↓ → ←○（１ー③勇気）
○（３ー②生命尊重）

人が困っているとき， 「森のマラソン大会」
自分のことよりも先に どんなときにも，だれに対して，
人に親切にできるかな も，思いやりの心で接しようとす。

る態度を育てる。
｜
↓

↓
やさしさっていろいろ
あるんだね。 道徳（３月 １時間）

ねばり強く
◎（１－②勤勉，努力）｜ →
○（１ー①節度，自立・自制）↓
「なわとび」

３年生になっても，優 自分でやろうと決めたことは，
しいおにいさんおねえ 最後までやり遂げようとする実践
さんでいようよ。 意欲や態度を育てる。
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本時の準備物11
資料 「どんぐりどっさり （自作資料）〇 」
資料 １年生からの手紙〇
どんぐり，かご〇
ペープサート，フラッシュカード〇

学習指導過程12

指導上の留意点及び支援の観点段階 学習活動と主な発問 予想される児童の反応

気 １ 前時の 山おくのたぬき 〇 なかまに手当てをしても ・ 友だちにやさしくしよう「 」
を想起する。 らって元気になったたぬき と考えているたぬきに注目

， （ ）づ の気持ちを想像する。 させ 本時の資料 続き話
へ入る。

く

２ 自作資料「どんぐりどっ ・ 場面把握がスムーズにい
さり」の場面把握をし，話 くように，ペープサートを
し合う。 活用する等提示方法を工夫

する。
【１場面】

・たぬきくんのやる気につ ・ 友だちにやさしくしてい
いて こう。

・シカくんの気持ちについ ・ シカさんは，どんぐりが
深 て どっさり集められるか心配

している。
・ でも，どんぐりひろいを
楽しみたい。

・シカくんの後を追ってい ・ ぼくが手伝おう。まかせ ・ たぬきくんが，今度は自
ったたぬきくんの気持ち て。 分も友だちにやさしくしよ
について ・ シカくんのどんぐりをい うと思っており，その気持

っしょにひろってあげよう ちがシカくんに対する「よ。
おし 」という言葉になって。
表れていることに気付かせ
る。

【２場面】

め ・シカくんの様子について ・ シカくんは，どんぐりの ・ シカくんのどんぐり拾い
ことがめずらしくて，見つ に対する気持ちが，山の中
けては喜んでいる。 での行動に表れており，た
・ シカくんは，どんぐり拾 ぬきくんは，シカくんの気
いを楽しんでいる。 もちに気付かず，シカくん

の「どんぐり拾いがちょっ
・たぬきくんの行動や気持 ・ たぬきくんは，シカくん と心配だ」という気持ちに
ちについて がどんぐりをたくさん集め 注目していることに気付か

られるか心配していたので せる。，
どんぐりをとってきてあげ
た。
・ シカくんをもっと喜ばせ
ようと思ってどんぐりをあ
げた。

。る ・ シカくんに親切にできた
【３場面】

・サルくん，リスさん，ウ ・ サルくん，リスさん，ウ
サギさんの様子について サギさんの満足した気持ち

とシカくんの気持ちを対比
して考えることができるよ

サルくん，リスさん，ウ ・ 思ったよりたくさんどん うにする。
サギさんが満足しているの ぐりが集まったから。
はどうしてでしょう。 ・ 歩き回って自分の力で集

めることができたから。
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・ 役割演技を通してシカく
んとたぬきくんの気持ちを
考える。

深

シカくんの涙の理由やた ・ シカくんはどんぐりをゆ ・ たぬきくんの行動は，シ
ぬきくんがはっと気付いた っくり探して拾えなかった カくんのためにと思ってし。
ことについて考えてみまし ・ シカくんは，自分が拾い たことであったが，シカく
ょう。 たかったのに，たぬきくん んの気持ちをさらに深く考

がシカくんの分まで拾って えることが必要であったと
め きた。 いうことに気付かせる。

，・ たぬきくんのしたことは
。シカくんを喜ばせなかった

・ たぬきくんは，シカくん
のためにどんぐりをどっさ
り集めたが，シカくんの気
もに沿っていなかった。

る ・ たぬきくんは，シカくん
にゆっくりどんぐり探しを
させてあげればよかった。

３ ゲストティーチャーの話 ・ １年生に対する２年生の
，を聞く。 思いやりの心を再認識させ

今後の意欲につながるよう
生 ・１年生の親としての不安 な話を語っていただく。
や喜び

・２年生の活動に対する思
い

か ・今後への励まし

４ １年生からの手紙を読む 〇 １年生からの手紙を読みな ・ １年生担任から直接手紙。
がら，これまでの活動と今 を受け取り，喜びをより実
後の活動への感想をもつ。 感させる。

す
１年生から，お手紙をい ・ お手紙がもらえるなんて ・ １年生からの温かい気持
ただきました。１年生の気 うれしいな。 ちを受け取ることで，今後
もちを受け取りましょう。 ・ 今度の探検でも頑張ろう の活動への意欲づけとなる。

・ １年生，やさしいな。あ ようにする。
りがとう。
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自作資料

どんぐりどっさり

山のなかまたちに手当てをしてもらい，すっかり元気になったたぬきくん。
「ぼくも，友だちにやさしくするぞ 」。
と，やる気いっぱいです。

さて，今日は，山のなかよし学校のどんぐりひろいの日です。
クマ先生が，
「かごにどんぐりをどっさりひろっておいで。どんぐりがあつまったら，なかよし学校にもどってく
るんだよ 」。
と言いました。
みんなは，
「どんぐりどっさりひろうぞ 」。
「わたし，どんぐりのいっぱいあるところ知ってる 」。
と，大はりきりでなかよし山へむかいました。
でも，シカくんは，ちょっと心ぱいそうです。だって，どんぐりひろいがはじめてなんですから。
「ぼくは，どんぐりをどっさりあつめられるかな････。でも，いいや。ゆっくりどんぐりをさがして
楽しむから 」。
それを聞いたたぬきくんは，
「ようし，ぼくにまかせて。シカくんまって，ぼくもいっしょに行くよ 」。
とあわてて，しかくんの後をおっていきました。

山の中では，どんぐりをどっさりあつめようと，みんないっしょうけんめいでした。
シカくんは，
「ほら見て，たぬきくん，形がちがうどんぐりだよ。ほらここにも 」。
と，どんぐりを見つけては大よろこび。大じそうにかごの中に入れていきます。
たぬきくんは，シカくんをもっとよろこばせてあげたくなりました。
「シカくん，ここでどんぐりをひろっててよ。ぼく，どっさりとってきてあげるから 」。
こう言うと，さらに山おくに入っていきました。
どんぐりをどっさりあつめてきたたぬきくんは，シカくんのところにもどってきました。
「シカくん，きみの分もあつめてきたよ。ほら 」。
少ししか入っていなかったシカくんのかごの中へ，どどどどっとどんぐりをうつしていきました。
あっという間に，シカくんのかごはどんぐりいっぱいです。たぬきくんはうれしそうに，
「さあ，なかよし学校へもどろう。もしかすると，サルくんたちよりたくさんあつめられたかもしれ
ないよ 」。
と言って，シカくんとかたを組んでなかよし学校へもどっていきました。

なかよし学校にもどったたぬきくんは，
「よかったね，シカくん。どっさりあつめてもどることができたね 」。
と，うれしそうです。ところが，シカくんは，
「たぬきくん，どんぐりをありがとう････でも，ぼく････」
と，何か言いたげです。
そのとき，かごいっぱいにどんぐりをあつめたサルくん，リスさん，ウサギさんがまんぞくしたよ
うすでもどってきました。
「たぬきくん，シカくん，ぼくたちは，山の中をあるきまわって，思ってたよりたくさんどんぐりを
あつめることができたよ 」。
「わあ，シカくんもすごいね。はじめてなのに，こんなにたくさんあつめることができて 」。
と，サルくんがびっくりして言います。
でも，シカくんの目はなみだでいっぱいです。
「ぼく，ぼくね････」
と，だまってしまいました。
たぬきくんは，はっとして，シカくんのどんぐりを見つめました。
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